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新ホームページを開設

ブログも新 しくします。

工事中が多 くて申し訳あ り

ません。情報発信ツールを

整理する為ですお許し下い。

●新ホームページhttp://atukmunion.sa― suke_com/ 自交総連Km労働組合 教宣部

第 3号
2011年 9月 25日

本部所在地 :東京都千代田区

神田須田町171ウ ィン神田702

電話 ・ F A X03-5297-3555

伝蔦面 要 蕪罰 蕪 面層巫話 覇 ⊃
東京のハイヤー・ タクシー運転者の年収実態

1厚 ■労働者‐重奮纂本統計議書1
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他産業の労働者と比較するまでもなく低賃金は限界です。年収を労働時間で割

れば2010年 は 1,313円 です。時給 1,300円。最低賃金に比べればま

だまだ、見捨てた物ではないなんて言つてられません。労働条件は賃金だけで

はありません。通勤交通費が支給されない珍しい職業なのです。片道 1,000
円程度の交通費なら初めの 1～ 2時間は交通費の為の仕事になります。UR都
市機構 (旧公団)の入居条件は家賃の4倍の収入を条件としています。真面日

に働けば「食 う寝るところに住むところ」は安心して確保できる職業であつて

ほしいものです。

役
員
蒙
鰐
日から２９是

●
執
行
委
員
長
　
　
　
　
１
名

●
副
執
行
委
員
長
　
　
　
１
名

●
書
記
長
　
　
　
　
　
　
１
名

●
執
行
委
員
　
　
　
　
　
２
名

●
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

●
会
計
監
査
　
　
　
　
　
２
名

投
票
方
法
等
は
掲
示
板
を
見
て

下
さ
い
。

開票 (組合本部)

9月 30日
●選挙人名簿確定●

(9月 15日 )

台東支部   :52名
羽田支部   :14名
吉祥寺支部   :12名
赤羽支部    :6名
本部 (練馬)  :2名

総合計 :86名
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「菱百を■薔していましたがで会場確保め

都合が付かず、16日 に決定しました。

年に 1回 の大会です。参加の為に 11時開会予定

出番調整をお願いします。

もちろん休憩中や、出番前の参加もokです。

1人でもたくさんの参加が大会を成功
させます。

社
会
常
識
、　
一
般
常

識
と
の
ズ
レ
？

社
会
常
識
と
言
っ
て
も

人
そ
れ
ぞ
れ
で
な
か
な

か
判
断
は
難
し
い
。
社

会
常
識
と
は
、
社
会
の

構
成
員
が
有
し
て
い
て

当
た
り
前
の
も
の
と
し

て
い
る
価
値
観
、
知

識
、
判
断
力
の
こ
と
。

価
値
観
は
と
も
か
く
知
識

・
判

断
力
は
比
較
的

一
致
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
る
。

具
体
的
な
話
を
し
て
み
よ
う
。

組
織
の
会
計
担
当
が
金
銭
出
納

帳
を
付
け
る
事
は
社
会
常
識
か

高
額
な
金
銭
の
貸
し
借
り
に
借

用
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
社
会

常
識
か
？

ば
か
ば
か
し
い
ほ
ど
常
識
的
な

答
え
が
返

つ
て
く
る
で
し
よ

う
。
残
念
な
が
ら
常
識
は
ず
れ

が
Ｋ

ｍ
労
組
で
も
起
き
た
よ
う

で
す
。
社
会
常
識
に
反
し
た
行

為
は
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
こ

と
が
常
識
で
す
。
程
度
問
題
で

し
よ
う
が
、
常
識
は
ず
れ
に
は

常
識
で
対
応
す
る
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
。
う
や
む
や
に
す
る
の

で
は
な
く
問
題
点
を
共
有
し
て

今
後
に
生
か
し
て
行
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

丁
度
良
い
機
会
で
す
。
役
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
大
会
を

目
前
に
し
て
い
ま
す
。

正
面
か
ら
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
が
Ｋ
ｍ
労
働
組
合
の
真
骨
頂

で
す
。
前
進
す
る
こ
と
に
何
も

怖
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
行
動
が
明
日
の
Ｋ

ｍ

労
組
を
作
り
ま
す
。

素
不
徒

第18回大会
万世橋区民会館 け代田酪神mで開催

0・・・ ・・・・・・

:10月 16日
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川ヽ
「
ｏ‐
・‐
・‐
句
７‐
川
１７‐
田
ｄ
「
副
が
嗣
測
瓢
「
Ｄ
「
和
嘲
結‐
由
１６‐
用
銅
劉
Ｊ
が
ま‐
Ｊ

た
。
。

国
際
自
動
車
に
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
の
が
昭
和
２‐
年
。

２８
年
に
組
織
分
裂
を
し
、

昭
和
４‐
年
に
働
く
も
の
に
何

一
つ
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
の
な
い
時
代
に
終
止
符
を
打

つ
べ
く
二
つ
の
労
働
組
合
の
大
同
団
結
が
な
さ
れ
、
国
際
労
働
組
合
が
誕
生
し
ま
し

た
。
組
合
員
相
互
の
協
力
に
よ
り
労
働
環
境
は
タ
ク
シ
ー
業
界
の
な
か
で
は
誇
れ
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
労
働
環
境
が
厳
し
く
な
る
と
労
働

運
動
が
目
指
す
組
合
民
主
主
義
と
決
別
し
弱
肉
強
食
の
自
由
経
済
、
自
由
市
場
経
済
に

身
を
投
げ
出
す
、
労
使
協
調
路
線

へ
と
走
り
出
し
ま
し
た
。

１
９
９
３
年
、
会
社
は
リ
ス
ト
ラ
と
し
Ａ
型
賃
金
か
ら
れ
型
賃
金

へ
の
引
き
下
げ
合
理

化
案
を
提
示
し
て
き
ま
す
。
そ
の
時
、
国
際
労
働
組
合
は
組
合
員
の
不
満
、
不
安
を
無

視
し
退
職
金
、
交
通
費
、
家
族
手
当
を
無
く
し
、
年
収
で
２
０
０
万
円
減
収
と
な
る
合

理
化
案
を
う
け
い
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

賃
金
問
題
の
支
部
会
と
い
う
の
は
、
自
分
達
の
生
活
に
直
接
影
響
が
大
き
い
か
ら
、
関

心
も
高
く
、
こ
の
と
き
ほ
ど
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
支
部
会
は
過
去
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

（千
住
支
部
）
し
か
し
支
部
会
に
於
い
て
組
合
員
の
採
決
も
採
ら
ず
、
本
部

役
員
が
強
行
し
た
こ
と
に
多
く
の
組
合
員
が
猛
反
発
し
ま
し
た
。
挙
句
の
果
て
に
役
員

は
、
こ
の
体
制
、
賃
金
体
系
が
い
や
な
ら
他
社

へ
転
職
し
ろ
と
平
然
と
言
い
放
ち
ま
し

た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
第

一
国
際
タ
ク
シ
ー
と
第
二
国
際
タ
ク
シ
ー
が
合
併
し
、
中
野
営

業
所
が
北
区
浮
間
に
移
転
し
、
赤
羽
営
業
所
と
名
称
を
変
更
、
そ
の
赤
羽
営
業
所
内
に

本
社
を
同
居
さ
せ
ま
し
た
。

Ｈ
月
の
朝
礼
で
は
所
長
が

「国
際
自
動
車
は
３
年
続
き
の
赤
字
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
だ

と
会
社
が
倒
産
す
る
。
是
非
と
も
＞
型
賃
金
か
ら
れ
が
た
賃
金
に
移
行
し
て
ほ
し

い
。
」
と
の
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
国
際
労
働
組
合
か
ら
は

「
こ
の
賃
金
体

系
に
不
満
の
者
は
他
社
に
行
け
」
と
ま
で
い
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
際
労
働
組

合
と
会
社
の
方
針
は

一
体
で
し
た
。
そ
し
て
組
合
の
姿
勢
、
方
向
性
に
不
満
、
不
安
を

も

つ
た
組
合
員
が
も
う
我
慢
の
限
界
だ
と

一
人
二
人
と
声
を
だ
し
集
ま
り
は
じ
め
ま

す
。
組
合
を
自
分
達
の
手
で
何
と
か
改
革
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
始
ま
り
、
千
住
曙
町

の
居
酒
屋
に
て
十
数
人
の
輪
が
出
来
上
が
っ
た
。
ま
ず
支
部
改
革
に
着
手
、
支
部
人
事

改
革
の
た
め
、
選
挙
運
動
を
し
ま
し
た
が
班
長
会
と
い
う
組
織
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
班
長
会
に
対
抗
で
き
る
組
織
を
作
ろ
う
と

「千
住
友
愛
会
」
を
発
足

し
、
２
４
人
体
制
で
脱

・
組
合
派
と
支
部
役
員
を
改
選
し
、
組
合
で
改
革
す
る
派
と
、

２
派
に
意
見
は
分
か
れ
た
が
、
支
部
役
員
を
全
員

「友
愛
会
」
か
ら
選
出
す
と
る
い
う

事
で
落
ち
着
い
た
。

（１
／
２
．
つ
づ
く
）

一

●『 割増賃金相殺は法の趣旨潜脱 し違法』/札幌地裁

北海道・三和清田労組 :付加給を含め割増賃金支払い命じる

(自 交労働者/9月 15日 の記事)

判決では、労基法37条が割増賃金の支払いを使用者に義務付けた趣旨

は、経済的負担を使用者に課すことによつて、労働時間の原則の維持

を図ろうとい うものである、として付加金を含めて未払い賃金を支払

うよう命 じています。

判決は、歩合給で賃金を計算する際に、支給される割増賃金と同額が

減額される複雑な計算式が規定されていて、いくら残業をしても賃金

総額が増えることはなく、長時間労働すればするほど割増賃金が増え

た分、歩合給が減るという不合理な現象が生じてしまう賃金体系を痛

烈に批判 しています。国際自動車 (株)で も適用 されるべき判決で

す。

※詳しくは『自交労働者』785号を見て下さい !

●村上裁判の予定●
◎村上裁判 第5回 口頭弁論終わる (9月 20日 )

予定
第6回 口頭弁論
11月 15日 (火)11:30

証人尋問
12月 13日 (火)13:30

裁判も佳境に入 ります。
今後 も傍聴参加 をお願い
します。


